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対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 木曽岬町
対談項目１
輪中地域における防
災対策について

（１）
海抜ゼロメートル地帯
の排水対策について

輪中地帯である当町においては、排水機
は心臓部にあたる。現在の排水能力ではゲ
リラ豪雨に対応できないため、排水能力の
強化は必須。県土保全の観点からも、排水
機能強化に対する補助制度の見直しや県の
指導的支援をお願いしたい。

農林水産省農業土木のメニューは防災の
観点では柔軟に活用できない事は認識して
いる。まずは、湛水防除事業の制度変更が
できないか、木曽岬町と連携し、また、類
似案件を抱える他自治体と連携して国へ働
きかけたい。その結果を踏まえ、県として
何が出来るのかを考えたい。

2 木曽岬町
対談項目１
輪中地域における防
災対策について

（２）
鍋田川右岸堤防の高
潮対策・耐震化対策
について

近隣自治体の海岸堤防は整備が進んでい
る一方、当町河口部の鍋田川右岸堤防（県
河川管理扱い）には整備計画もない。地域
住民の安全確保の観点から、早期に高潮・
耐震化対策をお願いしたい。

鍋田川右岸堤防の高潮対策については、
対策済みと考えている。また、耐震化につ
いて、県単独での対応は費用面で困難であ
ることから、国に対し、木曽川左岸堤の耐
震化と一体的な工事を要望している。な
お、県では、今年度、状況把握のため地形
測量を実施している。

3 木曽岬町
対談項目１
輪中地域における防
災対策について

（２）関連
木曽岬干拓地内の木
曽川左岸堤防の高潮
対策・耐震化対策に
ついて

木曽岬干拓地内の木曽川左岸堤について
も整備計画がない。木曽岬干拓地の土地利
用を推進の観点から、早期に高潮・耐震化
対策をお願いしたい。

人員・財源も限られている中、居住地区
の優先順位が高くなると考えるが、木曽岬
町とも十分協議していきたい。
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